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基板の利用により、平均液滴径が 100～300 µmの均一径微小水滴（CV <5%）を安定的に作製することができた。均
一径微小水滴の最大生産性は 1 mL h-1であり、さらなる液滴生産性の向上が必要である。 











基板の表面特性の解析および最適保存条件の提案、ステンレス鋼製 MC アレイ基板による W/O エマルションの作













本研究では、ステンレス鋼製の MC アレイ基板を利用した直接 MC 乳化による単分散 W/O エマルションの作製を
実現したとともに、新たな MC 乳化プロセスであるプリミックス MC 乳化を利用した W/O エマルションの作製に
関する基礎特性についても明らかにした。また、MC乳化によるW/Oエマルションの作製に不可欠なMCアレイ基
板表面の疎水化および疎水性の維持についても有意義な知見が得られている。著者による以上の研究成果により、
MC乳化の実用化および汎用化に繋がる多くの知見が得られている。 
平成29年7月21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行い、
本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって合格と
判定された。 
よって、著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
